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研究及び教育への波及効果について 
本研究が対象とする二峰性の雨滴粒径分布は、従来型の近似関数では表すことが難しい形状である。その
ため、本研究課題は、従来型の近似関数が利用される気象レーダーや数値気象モデルを用いた雲降水過
程の正確な把握にとって重要な役割を果たす。 

 
研究報告 
(1) 目的・趣旨 

粒径分布とは、単位体積あたりの降水粒子の粒子径ごとの数密度関数である。粒径分布は気象レ
ーダーを用いて降水強度を推定する際の重要なパラメータである。その一方で、気象レーダーは電波
情報を扱うリモートセンシング技術であるために、粒径分布を直接観測できない。そこで、粒径分布の
近似関数が用いられる。しかし、従来型の近似関数では十分に表すことができない形状の粒径分布
が自然雨には存在する。そのうちの一つである二峰性の雨滴粒径分布（二峰性分布）は小さな粒
径に数密度の最大値と中間粒径に極大値を有する。二峰性分布の形成メカニズムについては、これ
までに観測・数値モデルを利用した研究によって議論されてきた。しかし、背景にある降水システムから
その内部でどのような雲微物理過程を辿ることで二峰性となるのかが定量的に明らかにされていなかっ
た。そこで本研究は、二峰性分布を解像できるビン法を雲微物理スキームとして採用した数値シミュ
レーションより、二峰性分布の形成過程を明らかにすることを目的とした。 

 
(2) 研究経過の概要 

ビン法を用いた水平・鉛直 2 次元のマルチセルの理想化数値シミュレーションを実施した。その結果に
基づき、２次元平面内における二峰性分布が形成される位置・時間について調べた。加えて、二峰
性分布が持つ最大値・極小値・極大値のビンの数密度変化について解析した。ここで得られた結果
は、当該研究費を利用することで欧州地球科学連合総会 2024 にて発表した。 

 
(3) 研究成果の概要 

解析の結果より、顕著な二峰性分布はマルチセルの衰退期において最もその数が多くなっていたこと
がわかった。また、二峰性分布が持つ最大値・極小値・極大値を構成する粒子は落下速度の違いが
要因となり、異なる移流過程を辿っていた。ある時刻の２次元平面内における二峰性分布が形成さ



れた領域において、最大値を構成する粒子の数密度は収束により増加し、極小値を構成する粒子
の数密度は発散により減少し、極大値を構成する粒子の数密度は収束により増加していた。このよう
なサイズ依存性のある移流過程が二峰性分布の形成メカニズムとして重要であることが定量的に示さ
れた。その一方で、本研究でシミュレートされたのは理想化された降水システムであり、実大気現象と
は異なっていた。欧州地球科学連合総会 2024 における発表内において、計算された粒径分布形
状の不自然な箇所について指摘された。当該研究会に参加したことで、実大気における観測データ
を併用した解析の必要性について見出すことができ、今後実施を予定している。 
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